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環境報告

企業活動によって生じる温室効果ガスの削減とともに
温暖化防止に効果がある遮熱塗料の販売、普及に取り組んでいます。

地球温暖化防止への取り組み

当社は、硬化乾燥時のエネルギー消費量を削減できる
低温硬化形焼付塗料、夏季の室温上昇を抑制できる遮熱塗料
などの商品を開発・提供しており、これらの商品をご使用いた
だいた事業所でのエネルギー・CO2排出量削減に寄与して
います。
また、当社の各事業所でも、工場・倉庫に遮熱塗料を塗装し
効果を上げています。
那須事業所では、コージェネレーション設備や太陽光発電

パネルを設置し、地球温暖化防止につながる活動に積極的に
取り組んでいます。
このほか、各事業所では緑地を設けて植栽を行うなど、
環境美化に努めています。

エネルギー使用量の削減

炭酸ガス（ＣＯ2）などの温室効果ガスの増加による温暖化
によって、海面水位の上昇による土地の喪失や砂漠化の進行、
森林破壊、生態系への影響など、さまざまな影響が生じると
考えられています。温暖化を防止するために、私たちの生活
や企業活動によって生じる温室効果ガスを削減することが、
大きな課題となっています。
当社のCO2排出量は、2007年度比で2年連続して減少し

ており、今後も企業活動で排出するCO2排出量の削減に努め
ます。
また、建物の空調エネルギーの削減や都市部のヒートアイ
ランド現象対策に大きな効果がある商品「エコクールシリー
ズ」に、「カーボンオフセット」を付与しました。当社が購入した
「CO2排出権」は、風力発電などの自然エネルギー開発や
植林事業による森林保護などに生かされています。

CO2排出量の削減
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Topics

工場緑化と自然エネルギーの利用

小牧、那須の主力工場では工場緑化や太陽光発電パネル、
コージェネレーションシステム設置などを通じて、環境美化、ＣＯ２
削減に積極的に取り組んでいます。
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当社では、人と地球に優しい技術をモットーに、「安全」「安
心」「健康」「省エネ」「省力化」をテーマとした快適な暮らしを
実現する環境対応形商品の開発に取り組んでいます。

具体的には
●「環境保全」分野－水系、粉体、ハイソリッド塗料および
無溶剤塗料などでVOC削減に努めています。また、鉛や
クロムを含有した防錆顔料や着色顔料を含有しない環境
に優しい塗料の整備が完了しました。

環境対応形商品開発の方針
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■ QMS・EMSをベースとした顧客対応システム
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●「省エネ」「省資源」「省工程」分野－建築構造物の壁や屋
根に塗装し、夏場の室内温度上昇を抑制する遮熱塗料、
特に環境に優しい水系遮熱塗料を開発しました。

その他、都市部の景観に著しく影響を及ぼす落書きへの
対策として落書き防止塗料の開発を行い、市場から高い評
価を得ています。省エネ塗料として、焼付乾燥炉を必要としな
いＵＶ塗料、１回で通常塗料の２回塗装に匹敵する厚膜形塗
料の開発も完了しました。特に、ふっ素樹脂塗料上塗の厚
膜化は、世界でも画期的な開発と自負しています。


